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A. 研究目的 
  難治性疾患である成人 T 細胞白血
病・リンパ腫の予後の改善を目指し、
治療法の改善に取り組んだ。 
 
B. 研究方法 
化学療法としては、新規薬剤であるモ
ガムリズマブを再発・難治性症例に使用
した。 
（倫理面への配慮） 
  保険医療として認められている治療
を施行した。 
 
C. 研究結果 
モガムリズマブに関しては、当科の９
症例を含む25症例に対する使用経験を
当科医師である谷口広明が日本内科学
会総会で報告した。再発・難治性 ATL
に対するモガムリズマブ使用の解析で
は、観察期間の中央値が6.5ヶ月の時点
で過半数の症例が生存中であり、既報
（臨床血液2013；54；2159-）と比べ改
善していた。 
 
D. 考察 
モガムリズマブはATLに対し有効な薬
剤であり、従来の化学療法と併用して用
いることへの期待が持たれる。 
 
E. 結論 
 未治療ATL症例に対し、モガムリズマ
ブと化学療法との併用療法は期待ので
きる治療法である。 
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